
▲こんな大型のゴミも 

▲たくさんの活魚 

▲とれたて新鮮な寒ぶりを格安で販売して 
　いることもあり、行列ができています 

▲見事な手打ちそば 

▲手際よく盛り付けていきます 

▲会食の様子 ▲つき立てのお餅で 

佐渡島クリーンアップ大作戦 
ＩN佐和田！ １２月２日（土） 

佐
和
田 

両
　
津 

赤
　
泊 

毎年恒例　そば会食 
１２月３日（日） 

『ふれあい餅つき大会』 
真野新町・特別養護老人ホーム『真野の里』１２月９日（土） 

いよいよ冬到来。とれたての寒ぶりをみなさまへ 
（佐渡海府寒ぶり大漁まつり）12月3日（日） 

真
　
野 

「なくそうゴミ、まもろう自然」
をテーマに佐和田ボランテ
ィアネットワーク主催の林道
一斉清掃が行われました。 
１４団体、７０名近くのボラ
ンティアが集まり、林道椎ノ

木線、市道二つ岩線、青野堤付近と３箇所に分かれて
不法投棄されているゴミを拾い集めました。 
幾度か小雨がパラつく中、一生懸命清掃作業は続け

られ、道の脇にいくつものゴミ袋が並べられていきました。
バイク、冷蔵庫などの大型のゴミはユニックで吊り上げられ、
撤去されたゴミの重さは、４，９７０キロにも及びました。参
加者からは大量のゴミに対する驚きの声や、撤去後、見
違えるようにきれいになり清 し々い、といった声が聞かれ
ました。悪天候にもかかわらず、
多くの方が佐渡を美しくする
ため、この林道清掃に参加し
ました。こうしたボランティア活
動を継続していくことにより、
佐渡全体の運動へと広がっ
ていくことを願ってやみません。 

鷲崎漁港イベント
会場で「佐渡海府寒
ぶり大漁まつり」が盛
大に開催され、あいに
くの悪天候にもかか
わらず、冬の味覚を
味わおうと約2,000人
が来場しました。 
当日は、寒ぶりを中

心に約450匹の新鮮な活魚が水揚げされ、5メートルもあ
る広い水槽には多くの魚が勢いよく泳いでいました。 
恒例の寒ぶり三枚おろしの実演が始まると、その見事

な手さばきを一目見ようと多くの人が実演会場を取り囲み、
格安の切り身販売には行列ができるほど大盛況で、見る
見るうちに切り身がなくな
っていきました。 
また、無料で振舞われ
たあら汁コーナー、豪華
商品が当る寒ぶりレース
なども大変盛り上がり、訪
れた人々は楽しい冬の一
日を過ごしたようです。 

赤泊総合文化会館を会場に、
そば会食が行われました。 
この催しは、社会福祉協議
会とＪＡ赤泊支所女性部・民生
委員が、赤泊地区の７５歳以上
の方を招待し、そば会食を楽し
んでいただくものです。対象者は６３８人にのぼり、今年

は２０１人の方々から参加して
いただきました。前日から用意
された手打ちそばは、女性部の
皆さんによって馴れた手つきで
茹で上げられ、色とりどりの薬
味は当日朝早くから準備され、

一層そばの旨みを引き立
てます。 
毎年このそば会食を楽

しみにしている方も多く、
あちこちから、「うめぇ。い
い出来だ。」とお代わりの
声が上がっていました。 

真野湾や真野新町の町
並みが見下ろせる小高い
丘に開園２０周年を迎えた
「真野の里」があります。 
年の瀬のこの日、一足早

い「ふれあい餅つき大会」
が開かれました。餅つきが始まると「よいしょ！よいしょ！」の
掛け声が会場いっぱいに響き渡り、ボランティアや職員の
協力で、美味しいお餅が見る見るうちにつき上がりました。
その後、入所者の皆さんの歌の披露やデイ利用者のカラ
オケなどがあり、最後には、入所者と職員による「マツケン
サンバ」の歌や踊りでたのしい時間を過ごしました。さっ
そく昼食には、つき立てのお餅を「おしるこ」にしてみんな
で美味しく頂きました。廊下には、入所者の方々が日ごろ

から取り組んで来た書道、手
芸などの作品が飾られ、訪
れた人たちが思い思いに見
入っていました。 
入所者の皆さん、風邪な

ど引かないようお元気でいて
ください。 
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▲畑野地区 

▲豊岡市へのコウノトリ視察報告 

▲松ヶ崎地区 

▲「見ていっておくれ～」 

羽
　
茂 

羽茂本郷商
店街で年末恒
例の「羽茂大
市」が開催され
ました。 
農家の多い
羽茂地区では、
稲・柿・洋梨と忙
しい収穫の時
期を終えて年の暮れを迎えるために、衣類や食料品など
をはじめ、作物の苗木、農具などをこの羽茂大市で買い
求める風習が昔からありました。かつては、商店街の端
から端まで人の切れ間がないほどの大変な賑わいをみ
せていたそうです。 
最近はいつでも欲しいものが買える時代になり、年々

規模が小さくなりましたが、羽茂大市では買い手も売り
手もお互い声を掛けるふれあいが今でも残っています。 
今年は小雨が降るなど少し肌寒い天気でしたが、地
元の商店街などの大売出しも重なり、商店街は人や車で
溢れていました。「もう一つサービスしとくからね」という
露店主や、「ありがとう」という感謝の言葉があちらこちら
から聞こえるあたたかい市でした。 

羽茂大市が開催されました 
１２月１５日（金）・１６日（土） 

コウノトリとトキ、野生復帰に向けて 
１２月１２日（火） 

年末に向け交通事故防止 
呼びかけ １２月１５日(金)

１２月１２日（火）・１４日（木） 
冬の交通事故防止運動実施 

 
畑
　
野 

新
　
穂 

相
　
川 

１２月１１日から１２
月２０日までの１０日
間「飲酒運転しな
いさせない街づくり」
をスローガンに冬の
交通事故防止運
動が行われました。 
特に相川地区で

は、飲酒運転の根
絶と高齢者の交通事故防止を運動の重点とし、１５日に
佐渡西警察署指導のもと、相川支所、佐渡地区交通安
全協会および相川支会と母の会が高千地区（北片辺）
の戸別訪問を実施し、飲酒運転の追放と高齢者の交通
事故防止を呼びかけて歩きました。 
運転する人はもち

ろんのこと、運転され
ない人も交通ルール
を守って「事故を起
こさない」、「事故に
遭わない」を心がけ、
交通事故を追放しま
しょう。 

トキの野生復帰
連絡協議会、トキ
どき応援団の主催
で「佐渡活性化講
座」が新穂のトキ
交流会館で開催さ
れました。 
これは各方面の
講師を招いてトキや環境について６月から毎月勉強会を
行っているものです。今回は、昨年から２年連続でコウノ
トリの試験放鳥を成功させた兵庫県豊岡市の様子を、
市職員から報告してもらい、佐渡・トキの未来について考
えてみよう、というテーマで行いました。 
２００８年度のトキ試験放鳥を目前に控えているとあって、
一足先に放鳥を実現した豊岡市の取り組みについて熱
心に耳を傾けていました。コウノトリも住める豊かな環境
があることが、農業をはじめ観光などの産業分野に広が
って経済効果を生み出しているという話などをもとに、今
後の佐渡市の取り組みについて参加者から熱心な質問
や意見が出されました。 
この講座は３月まで毎月続きます。どなたでも無料で受
講できますので、興味のある方はぜひご参加ください。 

冬の交通事故防止
運動の一環として１２日
に松ヶ崎地区、１４日に
畑野地区で、地元交
通安全協会が中心と
なり事業所訪問が行
われました。年末が近
づき何かと慌ただしく
なり、事故の多発が予

想されるこの時期に各事業所へ交通事故防止を呼びか
けているものです。特に今年は全国でも飲酒運転による
悲惨な事故が相次いだこともあり、訪問した際には「交
通ルールを遵守し、
飲酒運転は絶対に
しないように」と強く
呼びかけていました。
訪問した事業所から
は「より一層交通安
全に努めていきたい
と思います」といった
力強い言葉が返って
きていました。 
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金
　
井 

市営平（だいら）スキー場の 
安全祈願祭が行われました １２月２０日（水） 

「カラスとむくろの熱演」に田人役もたじたじです 
『田遊び神事』 2月6日(月) 小比叡神社 

小
　
木 

▲すずらん組 「ひらひらまいおうぎ」 

▲ちゅーりっぷ組 「わたしのワンピース」 
 

赤
　
泊 

赤泊保育園生活発表会 
１２月１６日（土） 

赤泊保育園で
生活発表会が開
催されました。 
園児たちの発
表を見ようと来賓
や保護者が集まり、
劇や遊戯、合奏、
わらべ歌など園児
の元気な発表を楽
しみました。中には
保育園児とは思えないほどの踊りや、見事な太鼓のバチ
さばきを見せる園児もいて、会場からは驚きの声と共に大
きな拍手が送られていました。 

保護者から「頑張
ったね」「上手だったよ」
と声をかけられた園
児たちは、とびきりの
笑顔をみせていました。 
園児の皆さん、寒さ

に負けず元気にこの
冬を乗り切ってくださ
いね。 

晴天の１２月２０日（水）、
金井新保の市営平スキー
場にて安全祈願祭がとりお
こなわれました。 
当日は、佐渡観光協会
金井支部長をはじめ、関係
者が出席し、今シーズンの
無事故が祈願されました。 
未だまとまった降雪はありませんが、オープンした際に

はスノースポーツを思う存分楽しんでください。 
平スキー場の営業日・時間は、木曜から日曜および祝

祭日の午前９時から午後４時までです。 
 

一年の五穀
豊穣を祈願す
る「田遊び神事」
が、小比叡山蓮
華峰寺の境内
にある小比叡
神社で、2月6日
（月）に執り行わ
れます。 
田遊び神事は、別名“格闘まつり”として知られています。

「田人：(田植え人)」と「もぐら集団：(カラス・むくろ)」役に
扮した住民が、十畳間ほどの拝殿を田んぼに見立て、一
年の田仕事の様子をこっけいに、また、自然の厳しさを巧
みに表現しながら演じます。その表現が荒っぽいほど豊
作に繋がると伝えられているため、スミだらけになりながら
熱演する様子が“格闘まつり”と言われるようになったよう
です。 
神事の最後には、神楽所にお供えされた「お神酒とお
菓子」が観客にも振舞われます。一年の「福」が授かれ
る機会ですので、ご家族や友達とご一緒にご覧ください。 
◆お問い合わせ：教育委員会小木事務所　q86-3191

地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す  

▲新穂小学校前「いちょうの木」 

新穂支所前「トキのモニュメント」 

▲
 

まちを彩るイルミネーション 
１２月１０日（日）から１月中旬まで 

新
　
穂 

１２月になると新穂の街は
光で彩られます。今年も恒
例のイルミネーションが地区
内２か所で光を放ち、下校途
中の子どもたちや買い物に
訪れた方は、いつもと違った
光景に思わず足を止めて眺
める姿も。 
新穂商工会青年部のみ

なさんで取り付けられたこの
イルミネーションは、新春１月
中旬までの間、日没から夜中
の１２

時まで街を明るく照らし続けま
す。クリスマスや年末年始の
何かと慌ただしい時期に幻想
的な光を街に届けるこのイルミ
ネーションは、新穂の年末年始
の風物詩としてもすっかり定
着し、毎年好評を得ています。 
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佐
渡
市
長
　
�
野
宏
一
郎 

No. 
8

佐
渡
金
銀
山
を
世
界
遺
産
に 

　
昨
年
１１
月
２９
日
、県
の
文
化
振
興
課
、吉
田
課
長
と
一
緒
に
、文
化
庁
を
訪
問

し
て
、岩
本
文
化
財
記
念
物
課
長
に
お
会
い
し
て
、か
ね
て
か
ら
県
と
準
備
し
て

い
た
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
提
案
書
を
国
に
対
し
て
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
前

日
、新
潟
県
庁
で
泉
田
知
事
と
記
者
会
見
の
後
、上
京
し
て
申
請
し
た
も
の
で

す
。 

　
さ
か
の
ぼ
る
２
ヶ
月
前
、国
は
今
ま
で
の
世
界
遺
産
登
録
の
仕
組
み
を
大
き

く
変
更
し
て
、地
方
が
世
界
遺
産
を
目
指
す
候
補
と
し
て
、自
ら
国
に
申
請
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
締
め
切
り
が
１１
月
３０
日
と
き
わ
め
て
準
備
に
時
間
の

無
か
っ
た
こ
と
で
佐
渡
市
も
そ
の
対
応
に
翻
弄
さ
れ
ま
し
た
が
、幸
い
な
こ
と
に

県
は
昨
年
４
月
か
ら
、専
門
の
担
当
者
を
つ
け
て
く
れ
て
い
て
、市
も
す
か
ざ
ず
、

佐
渡
金
銀
山
室
を
世
界
遺
産
推
進
室
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
を
倍
増
さ
せ
て
対
応
い

た
し
ま
し
た
。
既
に
石
見
銀
山
が
鉱
山
と
し
て
暫
定
リ
ス
ト
入
り
で
先
行
し
て

い
る
の
で
、「
金
と
銀
の
島
、佐
渡
　
―
鉱
山
と
そ
の
文
化
―
」
と
銘
打
っ
て
、石

見
に
比
べ
て
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
強
調
し
て
申
請
し
た
も
の
で
す
。
あ
と
は
祈

る
よ
う
に
待
つ
だ
け
で
す
が
、一
昨
年
、昨
年
と
続
い
た
発
掘
で
明
ら
か
に
な
っ
た
、

上
相
川
地
区
の
初
期
鉱
山
町
跡
は
、あ
る
時
期
に
忽
然
と
し
て
消
え
た
ア
ン
デ

ス
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺
跡
を
思
わ
せ
て
、わ
れ
わ
れ
を
壮
大
な
物
語
の
世
界
に
い
ざ

な
い
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
様
が
こ
の
記
事
を
読
ま
れ
る
１
月
中
旬
に
は
申
請
の
結
果
が
届
い

て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
永
年
の
島
民
の
夢
が
正
夢
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。 

（題字　　野宏一郎） 

　
１１
月
２８
日（
火
）の
泉
田
知
事
と
市
長
の
記
者
会
見
の
要
旨
は
、新
潟
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

「
新
潟
県
」（http://w

w
w
.pref.niigata.jp/

）　
「
知
事
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
　

「
記
者
会
見
」 

 
提
案
書
「
金
と
銀
の
島
、佐
渡
―
鉱
山
と
そ
の
文
化
―
」の
詳
細
は
、世
界
遺
産
推

進
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

「
世
界
遺
産
推
進
室
」（http://w

w
w
.city.sado.niigata.jp/sadobunka/kingin/

） 

 

→
 

→
 

日 本 一 の 島 一 周  

２００７スポニチ 

業　　　務 内　　　　容 日　　　程 

エイドステーション 
（河原田、相川、入崎、はじき野、平沢、
松ヶ崎、小木、素浜の８箇所のいずれか） 

飲食物の補充、水等の準備 
（レースではありませんので、参加者は休憩しながら補給をします。
直接手渡しはしません。） 

５月２０日（日） 
 

５月１９日（土）・２０日（日） 

５月２０日（日） 

５月１９日（土）・２０日（日） 

 

 

 

イベント概要 参加申し込み方法 

◆お申し込み・お問い合わせ 2007スポニチ佐渡ロングライド事務局 〒952-1314　佐渡市河原田本町394q５７-２７２２　ＦＡＸ５７-２７５５ 

 

 

脚力に合わせて 
走れる全４コース 

●開催日時 ５月１９日（土）午後・参加受付、夕方・前夜祭 
 ５月２０日（日）６:00～18:00　各コース走行（制限時間あり） 
●スタート・ゴール 全コースとも佐渡市河原田小学校グラウンド前 
●参加資格 小学生以上（小学生は要保護者同伴） 
●車両規定 小径車・リカンベントを含む、公道を走れる自転車 
 （ＤＨバー装着禁止、ヘルメット要着用） 
●参 加 費  消費税と損害保険料を含む 
●抽 選 会  前夜祭で、協賛各社提供の商品を抽選でプレゼント 
 

■コース名  ■参加費 
Ａ　佐渡ロングライド210 （一周210㎞） 7,000円 
Ｂ　佐渡ロングライド130 （半周＋農道里山130㎞）※新設コース 6,000円 
Ｃ　佐渡グルメライド80 （入崎折り返し　イカタコ飯食べ放題　80㎞） 4,000円 
Ｄ　佐渡グルメライド40 （相川折り返し　わかめソバ食べ放題　40㎞） 3,000円 

●お申し込み先 ・スポーツエントリー（インターネット） 
 　http://www.sportsentry.ne.jp 
 ・大会事務局（参加申込書＋現金または現金書留） 
●お申し込み期間 平成１９年２月１日（木）～4月２７日（金） 
●変更・取り消し 申し込み後のコース変更、取り消しはできません。 
 荒天による大会中止の場合、参加費の返金はいたし 
 ませんのでご了承ください。 
●損　害　保　険 参加者全員に対して損害保険に加入します。 
 詳しくは保険約款によります。 
 

※小学生は一律1,000円 
 

５月２０日開催！―参加者・ボランティア募集― 
★ボランティア業務内容 
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本部スタッフ 

コース指示員 

会場設営・撤去 

受付、運営・進行等のお手伝い等 

参加者へのコース指示 

会場の設営、ゲートの設置、撤去等 


